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　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　約

　小笠原諸島では、無人島を含めたいくつかの島でネコが野生化している。一般に海洋島

の動物は、捕食性哺乳類が不在の環境で進化してきているため、移入捕食者により個体群

が大きな影響を受けることが少なくない。そこで、小笠原諸島においてネコが在来生態系

に与える影響を評価する基礎資料とするため、母島において野外で採集したネコの糞分析

を行った。その結果、ネズミ類が食物の大きな割合を占めているが、海鳥の繁殖地周辺で

は同頻度で海鳥を捕食していることが明らかになった。また、絶滅危惧IB類であるオガサ

ワラカワラビワを含め、トカゲ類や昆虫類、甲殻類など、多様な動物を採食していること

が明らかとなった。母島南部はオガサワラカワラビワの島内における主要な生息地であり、

また海鳥繁殖地もあることから、特にこの地域で野生化したネコを積極的に管理する必要

がある。

1．はじめに

　小笠原諸島は海洋島であるため、在来の哺乳類はオガサワラオオコウモリPteroP　us

PselaPhonしかおらず、小笠原群島ではオガサワラノスリButeo　buteo　toyoshimai以外の、火

山列島ではシマハヤブサFalco　Peregrinus　fruitii以外の高次捕食者が不在であった（籾山、

1930）。海洋島の生物は、地上性捕食者のいない環境で進化してきたため、多くの動物群

において捕食者に対する防御が進化していないと考えられている（Whittaker，1998）。し

かし、1830年の入植とともに様々な哺乳類が持ち込まれ、ネコFelis　catusも移入されてい

る。1853年にはすでに父島において多数のネコが野生状態で生息していたことが報告され

ている（Jones，1856）。小笠原諸島では少なくとも、有人島である父島、母島、硫黄島、

南鳥島、無人島である兄島、弟島においてネコが野生化していることが知られている（川

上、2002）。ネコはこれまでに世界中の様々な地域に移入されており、特に島懊生態系に

おいて捕食者として大きな影響を与えている（Moors，1985）。このような背景から、小笠

原諸島において高次捕食者であるネコが野生下で捕食している生物種を明らかにすること
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は、在来生態系を保全する上で必要不可欠である。

　父島のネコに関しては、野外で見つかった47個の糞を分析した結果が報告されており、

ネズミ類、昆虫等が見いだされている（関東森林管理局東京分局計画第二部、2003）。た

だし、この分析では鳥類や爬虫類が捕食されている証拠は得られていない。これに対して、

母島においては、本種が多種多様な渡り鳥や絶滅危惧種であるハハジマメグロAPaloPteron

familiare　hahasima、オガサワラカワラビワCarduelis　sinica　kittlitzi等を捕食していること

が報告されている（川上、2000；Kawakami＆Higuchi，2002）。また、母島島内の海鳥の

集団繁殖地で成鳥及び幼鳥を捕食し、繁殖地が壊滅的な打撃を受けていることが知られて

いる（Kawakami＆Fujita，2004；堀越、2007）。しかし、いずれの情報も断片的であり、

母島のネコが野外で実際にどのような生物を食物として利用しているかは十分にわかって

いない。そこで、本研究では野外におけるネコの採食内容を定量的に評価するため、母島

で得られた糞内容の分析をおこなった。

皿．材料と方法

1．調査地の概要

　調査は、小笠原諸島母島において行った。母島（142°09’E、26°40’N）は、面積約

20．2㎞2の有人島で、島の全域に渡りネコが生息している（Kawakami＆Higuchi，2002）。

島内は、集落周辺の道路に沿って農耕地が広がるほかは、ほとんどの地域が二次林に覆わ

れている。島の最南端の南崎地区には、海鳥の集団繁殖地が存在するが、ネコの捕食の影

響で最近はほとんど繁殖に成功していない（Kawakami＆Fujita，2004；堀越、2007）。

2．調査方法

　ネコの糞は、島内を踏査し発見したものを採集した。採集した糞は、採集場所と採集年

月を記録した。採集場所は、島内を南崎地区と母島本体部に分けて評価した。南崎地区は、

小富士を含めた南崎の海岸以南の区域とした。これは、南崎地区周辺のネコが海鳥を活発

に捕食しているため、この場所の採食内容が他の場所と大きく異なる可能性があるためで

ある。南崎地区では1998年及び2001年から2004年の間に、母島本体部では1998年、2001

年、2002年、2007年に採集を行った。採集された糞は、水中で解体し、未消化の食物の破

片を抽出した。取り出した生物の破片は、可能な限り種の同定を行い、各糞内の最小個体

数を記録した。
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皿．結果

　調査期間中に南崎地区及び母島本体部において、それぞれ合計55個及び53個の糞が採

集された。それぞれの糞からは、複数種の生物が出現することも少なくなかった。南崎地

区においては、採集された糞の69％にネズミ類が、69％に鳥類が、27％に爬虫類が、

20％に甲殻類が、7％に昆虫が、5％に植物種子が含まれていた（表1）。母島本体部にお

いては89％にネズミ類が、13％に鳥類が、21％に爬虫類が、13％に甲殻類が、26％に昆

虫類が、4％に貝類が、6％に植物種子が含まれていた。ネズミ類、鳥類、爬虫類、甲殻類、

昆虫類が出現した糞数について、南崎地区と母島本体部で比較した結果、両地区では構成

が有意に異なり、南崎地区において鳥類の含有率が高かった（X　2＝27．58、df』4、　p＜0．001）。

鳥類を除くと、それ以外の構成に有意な差はなかった（X　2＝7．23、df』3、　p＝0．619）。

　鳥類に関しては、羽毛及び骨の一部が出現したが、断片的であったため多くのものは種

表1それぞれの被食生物を含んだ糞の数（出現頻度）

ネズミ類　　鳥類
　　　　　　　　昆虫類・
爬虫類　　甲殻類　　クモ形類 陸産貝類　　植物種子　　分析糞数

南崎地区　　　38（69％）　38（69％）　15（27％）　11（20％）　　4（7％）　　0（0％）

母島本体部　　47（89％）　7（13％）　11（21％）　7（13％）　14（26％）　　2（4％）

3（5％）

3（6％）

［03「05

表2　母島の野外で採集されたネコの糞から出現した生物と、各地域における最小個体数の合計

種名

哺乳類　　クマネズミRattus　rattus，ドブネズミ　Rattus　norvegiczts　orハッカネズミ　Mus　musculus　　38

　　最小個体数
南崎地区　母島本体部

　　　　　47
鳥類 海鳥類

ヒヨドリHLmPsiPetes　amaurotis

ヒヨドリorイソヒヨドリ　Monticola　solitarius

メグロAPaloPteron　familiare　　　orメジロZosterePs　joPonictts

カワラヒワ　（】arduelis　sinica

種不明

35

1

11

爬虫類　　オガサワラトカゲC）　）ePtoblePharns　boutoni　nigroPunctatUS

　　　グリーンアノールAnolis　carolinensis

　　　オガサワラヤモリLepidodaetylus　lugubris

　　　種不明
甲殻類　　種不明

orホオグロヤモリHemidactylus　frenatus

20
P23［11

84　

昆虫類　　オガサワラゼミMeimuna　boninensis

　　　　ワモンゴキブリ？PeliPlaneta　amen’cana　　？

　　　ハサミムシ科sp．　Anisolabididae　Gen．　sp．

　　　ホシササキリConocePhalus〃maculattcs

　　　　シロテンハナムグリProtaetia　orientatis

クモ形類　クモ目PAraneae？

陸産貝類　アフリカマイマイAchatina　fUlica

　　　種不明

04111

11

植物種子　イヌホオズキSolantim　nignem

　　　　シマグワMonts　australis

　　　　ガジュマルFiCUS　microca71，a

　　　　カタバミsp．　（初σ’台　sp．

05FO5

分析糞数　　55

300

200

8

53
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の確定に至らなかった。南崎地区で見つかった38個体の鳥類のうち35個体が海鳥で、ヒ

ヨドリHyPsiPetes　amaurotis、カワラビワが各1個体含まれていた（表2）。母島本体部で見

つかった鳥類は陸鳥が主体で、4個体がヒヨドリまたはイソヒヨドリMonticola　solitarius、

1個体がメグロまたはメジロZosteroPs　7’aPonicus、1個体がカワラビワと考えられた。カワ

ラビワは2003年の南崎および2007年の北港で採集された糞から検出された。爬虫類とし

ては全島で合計40個体が見つかり、このうち28個体がオガサワラトカゲCryPtobtePharus

boutonii　nigroPunctatus、5個体がグリーンアノールAnolis　carolinensis、2個体がヤモリ類

だった。南崎では、オガサワラトカゲが高頻度で採食されていたが、グリーンアノールの

出現頻度は低かった。昆虫に関しては、母島本体部ではゴキブリ類及びオガサワラゼミ

Meimzana　boninensisの幼虫が多数含まれていたが、南崎地区では含まれていなかった。オ

ガサワラゼミの含まれた糞は2007年10月に母島北村において採集された2個のみだった

が、それぞれ6個体及び4個体が含まれていた。甲殻類は全島で合計18個体が見つかった。

陸産貝類としてはアフリカマイマイAchatina　fulicaが1個体、種不明が1個体含まれてい

た。

】v．考察

　母島本体部で得られたネコの糞の約90％にネズミ類が出現したことから、現在野生化し

ているネコの主要な食物はネズミ類であると考えられる。先行研究による父島のネコの糞

分析の結果でも、約90％からはネズミ類が出現しており、今回の結果と一致する（関東森

林管理局東京分局計画第二部、2003）。父島、母島には、ハツカネズミM％s〃zusculess、ド

ブネズミRattus　norvegicus、クマネズミRattus　rattusの3種のネズミ類が野生化しているこ

とが知られている。特にこのうちクマネズミは森林内を含めて最も広く分布しており、

様々な植物を食害している（川上、2002；延島、2003；渡辺ら、2003）。ネコは、移入種

のネズミ類を主要な食物として利用することで、野外で集団を維持していると考えられ

る。

　南崎地区と母島本体部では、鳥類を除くと糞内容物の主な構成に大きな差はなかった。

しかし、各分類群中の種構成は地区間で大きく異なっていた。このことから、ネコはそれ

ぞれの生息地において個体数の多い動物を食物としているものと考えられる。

　母島南崎地区では、ネコの糞から高頻度で海鳥が出現した。この場所では、もともとオ

ナガミズナギドリPuffinus　Paczficus及びカツオドリSula　teucogasterが繁殖していたが、

2006年までに繁殖個体がいなくなっている（Kawakami＆Fujita，2004；堀越、2007）。こ

れは、ネコの捕食によるものと考えられており、今回の糞分析の結果からもこの繁殖地に
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おいて海鳥に対するネコの捕食圧が非常に強かったことが示唆された。

　母島本体部から得られた糞からは、陸鳥類も確認された。この中には、オガサワラカワ

ラビワも含まれていた。オガサワラカワラビワは、母島列島では属島でのみ繁殖し、一部

の個体が非繁殖地である母島にも渡ってくることが知られている（Nakamura，1997）。本

種は1990年代には母島でも多数が観察されていたが、2000年代に入り目撃記録が減り、

メジロやメグロ、ヒヨドリなどに比べて出現頻度が非常に低くなっている（川上、未発表）。

にもかかわらず、ネコの糞から他の陸鳥に比べて高頻度で出現したことから、本種は特に

ネコに襲われやすい可能性がある。これは、オガサワラカワラビワが種子食で、地上で頻

繁に採食するためと考えられる。母島において本種の観察数が減少している理由は不明だ

が、ネコによる捕食圧が原因の一つとなっているかもしれない。本亜種は絶滅危惧IB類に

指定されており、すでに父島列島及び聾島列島からは姿を消し、母島列島にも100～200

羽程度しかいないと考えられている（東京営林局森林管理部、1996；環境省野生生物課、

2002）。この個体数の少なさを考えると、現状のままでは、母島に渡来する個体が捕食さ

れることにより、個体群全体が縮小し絶滅する確率が高まるおそれがある。

　その他の脊椎動物としては多数の爬虫類が捕食されていた。特に在来種であるオガサワ

ラトカゲが頻繁に捕食されており、移入種であるヤモリ類やグリーンアノールの出現頻度

は比較的低かった。ヤモリ類やグリーンァノールは樹上を利用することが多いが、オガサ

ワラトカゲは比較的地上を利用する頻度が高いため（Suzuki＆Nagoshi，1999）、捕食され

やすかったのかもしれない。オガサワラトカゲは、以前に比べて個体数が減少しており

（宮下、1991）、その原因の一部は移入種であるグリーンアノールによる幼体の捕食や生息

場所を巡る競争にあると考えられている（Suzuki＆Nagoshi，1999）。これに加えてネコに

よる捕食圧も、減少の一因となっている可能性がある。

　ネコに捕食された昆虫は、主にゴキブリ類やオガサワラゼミといった大型のものであっ

た。糞中のオガサワラゼミは全て幼虫であったことから、羽化のため地中から出てきた個

体が捕食されたものと考えられる。オガサワラゼミが出現した糞は2個のみだったが、そ

れぞれには多数が含まれており、少なくともこの時期にネコがオガサワラゼミを集中して

捕食していた可能性がある。父島においても、本種の羽化時期の後である11月、12月に

採集された糞6個のうち50％からオガサワラゼミが出現しており（関東森林管理局東京分

局計画第二部、2003）、この時期の主要な食物の一つとなっている可能性がある。本種は、

グリーンアノールの捕食により個体数が減少していると考えられており（苅部・須田、

2004）、ネコによる集中的な捕食が、縮小した個体群に追い打ちをかけている可能性があ

る。
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　ネコの糞中からは、頻度は低いもののシマグワMo　rus　australisやガジュマルFicus

microcaηPa等の植物種子も出現した。これらの植物は、主に大量の果実を付ける移入種で

あり、結実期には多くの果実が樹下に落果していることも珍しくない。ネコは、このよう

な果実を食物として利用しているものと考えられる。

　今回の分析結果では、父島のネコの糞分析の結果に比べて、鳥類や爬虫類など、ネズミ

類以外の脊椎動物の出現頻度が高かった（関東森林管理局東京分局計画第二部、2003）。

今回の分析では、陸鳥類の羽毛や爬虫類の骨などが、ネズミの毛や骨に紛れて出現するこ

とが多かった。父島における分析では、このような小さな遺物が見落とされていた可能性

がある。また一方で、父島は母島に比べて人ロが多いことや、母島にはいないノヤギ

CaPra　aegagras等の移入種が生息することにより、生物相が貧弱となり採食内容が単純化

していた可能性も否めない。実際、母島列島に生息するメグロやカワラビワは現在の父島

には生息していない（樋口、1984）。父島と母島の食物構成の違いを再検討するため、父

島において詳細な糞分析を行う必要がある。

　母島における糞分析の結果から、野生化したネコが、ネズミ類のみでなく鳥類やオガサ

ワラトカゲ、オガサワラゼミを含め広く在来動物を捕食していることが明らかになった。

小笠原では、昆虫や陸産貝類などを含め多種多様な動物が、人為的な環境変化や移入種の

影響により絶滅の危機に瀕している（黒住、1988；Shimizu，2003）。ネコによる捕食圧は、

このような動物にさらなる影響を与えていると考えられる。特にオガサワラカワラビワや

アカガシラカラスバトCo伽加ノα励伽競6％sは個体数も少なく、採食場所が地上に偏っ

ているため、ネコによる影響が心配されている（東京営林局森林管理部、1996；高野、

2002）。小笠原村では、これまでに生態系保全のためノネコの不妊手術や飼い猫の適正飼

育条例の制定などを行ってきている（川上、2002）。また、父島の東平や母島の南崎など、

特に保全上の重要性が高い地域では、地元NPOが中心となり関係機関、地元の有志と連

携してネコの捕獲及び島外搬出を行っている（堀越、2007）。しかし、島内にはまだ多数

のネコが野生状態で生息することから、今後も積極的にネコの管理を行っていく必要があ

る。特に母島の集落より南の地域はオガサワラカワラビワの出現頻度が比較的高く、また

海鳥の繁殖地も含むことから、この地域においてネコを排除することが望ましい。
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鳥山治美氏、藤田祐樹氏、村上美奈子氏にご協力いただきました。試料の同定では、岸本
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俊郎氏、佐竹潔氏にご協力いただきました。堀越和夫氏には、文献等に関する様々な情報

をいただきました。また、田澤誠治、恵子夫妻には現地調査を行う上で様々な便宜を図っ

ていただきました。なお、本研究の一部は、環境省地球環境研究総合推進費（F－051）に

より実施されました。
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